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穂
高
公
民
館
は
3
月
17
日
、
早
春
弦

楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
穂
高
会
館
講
堂
に
て

開
催
し
、
60
人
が
鑑
賞
し
た
。

　

演
奏
者
は
、「
み
さ
と
ド
ル
チ
ェ
」、

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
リ
ア
ン
」
の
2

組
で
、
計
20
曲
を
演
奏
し
た
。

　

み
さ
と
ド
ル
チ
ェ
は
バ
イ
オ
リ
ン
を

佐
々
木
孝
子
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
を
鈴
木
美

恵
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
を
降

幡
か
ほ
る
さ
ん
が
担
当
す

る
ト
リ
オ
で
、
全
員
が
三

郷
在
住
だ
。
リ
ア
ン
は
み

さ
と
ド
ル
チ
ェ
の
佐
々
木

さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
に
、
石

原
雅
巳
さ
ん
、
波
多
野
太

さ
ん
が
加
わ
り
、
バ
イ
オ

リ
ン
２
人
、
チ
ェ
ロ
＆
ギ

タ
ー
と
い
う
少
し
変
わ
っ

た
構
成
の
カ
ル
テ
ッ
ト
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
普
段
は

老
人
ホ
ー
ム
や
児
童
館
な

ど
で
演
奏
活
動
を
し
て
い

る
。

　

こ
の
日
の
演
奏
は
パ
ッ

ヘ
ル
ベ
ル
の
「
カ
ノ
ン
」

か
ら
始
ま
っ
た
。
曲
の
紹

介
を
挟
み
な
が
ら
、「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」「
星
に
願
い
を
」ビ
ー
ト
ル
ズ
の「
イ

エ
ス
タ
デ
イ
」
な
ど
の
親
し
み
や
す
い

曲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
唯
一

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
夢
の
水
辺
」
は
、

波
多
野
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
闘

病
中
に
ア
イ
デ
ア
が
湧
い
て
作
曲
し
た

と
の
こ
と
で
好
評
で
あ
っ
た
。

　

他
に
も「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
瀬

戸
の
花
嫁
」「
花
は
咲
く
」「
ダ
ン
シ
ン

グ
ク
イ
ー
ン
」な
ど
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、

会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
「
情

熱
大
陸
」、
ア
ン
コ
ー

ル
曲
「
故
郷
」
で
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
幕
を
下

ろ
し
た
。

　

感
想
に
「
曲
目
が
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
て
大
変
良
か
っ
た
」

「
き
れ
い
な
曲
や
、
楽

し
い
曲
、
軽
快
な
曲
と

た
く
さ
ん
演
奏
し
て
も

ら
い
時
を
忘
れ
て
楽
し

め
た
」「
豆
知
識
風
の

曲
紹
介
が
良
か
っ
た
」

「
心
に
染
み
入
る
音
色

に
温
も
り
を
感
じ
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
て
う
れ
し

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。

練
所
に
入
所

し
、
開
拓
と

兵
役
訓
練
、

工
場
勤
務
の

中
、
終
戦
直

後
の
昭
和
20

（
１
９
４
５
）

年
8
月
20

日
、
旧
ソ
連

軍
が
侵
攻
し

て
き
た
。
以

後
、
飢
え
と

寒
さ
に
耐

え
、
麻
袋
を
着
た
り
、
現
地
の
人
に
助

け
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
１
年
2
カ
月
ほ

ど
に
及
ぶ
辛
酸
な
生
活
を
送
っ
た
。
翌

年
10
月
に
帰
郷
で
き
た
が
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
体

験
し
た
。

　

第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
以
来
、

長
野
県
開
拓
自
興
会
と
し
て
30
年
に
渡

り
友
好
訪
中
を
続
け
て
き
た
内
田
さ
ん

を
始
め
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
司
会
役
）

に
平
倉
勝
美
さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
堀

金
の
百
瀬
新
治
さ
ん
、山
田
清
二
さ
ん
、

穂
高
の
曽
根
原
雪
子
さ
ん
を
迎
え
、
同

行
訪
中
し
て
現
地
で
近
代
史
を
見
て
き

た
経
験
を
持
つ
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
報

告
・
討
議
や
、
来
場
者
と
の
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
い
ま
だ
に
危
う
い
世

界
情
勢
が
続
く
現
状
を
引
き
合
い
に
、

残
留
者
、
遺
族
、
取
り
返
せ
な
い
青
春

時
代
や
思
い
な
ど
、
ま
だ
終
結
し
た
と

言
い
き
れ
な
い
過
去
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。

　

堀
金
公
民
館
は
3
月
21
日
、
同
館
で

講
座
「
満
蒙
開
拓
に
学
ぶ
」
を
開
催
し

90
人
余
り
が
参
加
し
た
。
講
座
は
2
部

構
成
で
、
第
１
部
は
満
蒙
開
拓
青
年
義

勇
隊
と
し
て
満
州
に
渡
っ
た
堀
金
の
内

田
辰
男
さ
ん（
90
）に
よ
る
体
験
談「
戦

後
を
生
き
抜
い
て
」
の
講
演
を
、
第
2

部
は
内
田
さ
ん
を
含
め
「
ふ
れ
あ
い
友

好
訪
中
の
旅
」
に
参
加
し
た
5
人
に
よ

る
「
満
蒙
開
拓
の
現
地
を
訪
れ
て
」
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　

内
田
さ
ん

は
、
旧
国
民

学
校
高
等
科

卒
業
と
同
時

に
昭
和
18

（
１
９
４
３
）

年
3
月
、
14

歳
で
満
蒙
開

拓
青
少
年
義

勇
軍
内
原
訓
練
所
に
入
所
し
、
6
カ
月

後
「
満
蒙
開
拓
青
年
義
勇
隊
」
と
し
て

満
州
に
渡
っ
た
。
耕
地
が
少
な
く
働
く

場
所
の
な
か
っ
た
農
家
の
次
男
に
は
、

土
地
が
与
え
ら
れ
る
魅
力
が
あ
り
、
大

農
家
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
入

隊
の
き
っ
か
け
と
な
る
進
路
決
定
の
時

点
で
は
、
満
蒙
開
拓
は
国
策
で
、
当
時

の
学
校
や
南
安
曇
郡
で
も
奨
励
し
て
い

た
こ
と
、
軍
国
主
義
の
教
育
の
中
で
意

気
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

満
州
の
満
蒙
開
拓
青
年
義
勇
隊
訓

穂
高
公
民
館

堀
金
公
民
館

早
春
弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

満
蒙
開
拓
に
学
ぶ

安曇野市

中央公民館

No.48 2019.5.22

TEL71-2466



第 48号（令和元年 5月） （2）安曇野市公民館報

　

今
回
で
8
回
目
と
な
る
安
曇
野
市
総

合
芸
術
展
が
3
月
7
日
か
ら
20
日
ま
で

の
2
週
間
、
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
2
階
の
多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

書
道
や
彫

刻
、
工
芸
、

写
真
、絵
画
、

水
墨
画
の

１
１
１
作
品

が
並
ん
だ
。

昨
年
秋
に
市

内
各
地
域
で

開
催
さ
れ
た

文
化
祭
な
ど

に
出
品
さ
れ

た
も
の
の
中

か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
、

ど
れ
も
力
作

ぞ
ろ
い
で
あ

る
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

作
品
に
足
を
止
め
、
作
品
名
と
作
者
名

を
見
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
作
品
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。
つ
ま
よ

う
じ
約
８
３
０
０
本
と
生
花
等
を
使
っ

て
、
市
内
の
有
名
建
築
物
「
鐘
の
鳴
る

丘
集
会
所
」
を
模
し
た
作
品
の
前
で
は

に
「
よ
く
だ
ね
ぇ
、細
か
い
と
こ
ま
で
、

ま
て
い
に
し
て
あ
る
わ
」「
つ
ま
よ
う

じ
で
こ
さ
え
て
あ
る
わ
。
時
間
か
か
っ

て
る
ね
」
な
ど
、
そ
の
出
来
栄
え
に
感

嘆
し
て
い
た
。

　

最
初
の
週

末
と
な
っ
た

9
日
と
10
日

に
は
、
あ
づ

み
野
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
に
よ

る
25
作
品
の

映
像
上
映
も

行
わ
れ
た
。

自
分
た
ち
で

撮
影
、
編
集

し
、
音
楽
や

ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
加
え
た
映
像
は
、
創
意
工
夫
が
さ

れ
て
い
て
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し

ま
う
。
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
自
身
の
白
馬

な
ど
へ
の
撮
影
旅
行
の
様
子
も
映
さ

れ
、
熱
心
さ
が
伝
わ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

も
募
集
中
と
の
こ
と
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
ほ
し
い
。

　

隣
接
す
る
豊

科
近
代
美
術
館

で
は
、
友
の
会

絵
画
部
の
作
品

展
が
同
時
期
に

開
催
さ
れ
、
大

作
の
数
々
を
見

る
こ
と
が
で
き

た
。
気
軽
に
芸

術
に
触
れ
る
機

会
が
あ
る
の

は
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
。

地
区
公
民
館
だ
よ
り

等
々
力
地
区
公
民
館（
穂
高
）

　

等
々
力
地
区
は
、
御
法
田
の
西
、
国

道
１
４
７
号
線
の
東
、
穂
高
川
の
南
の

間
で
、
大
き
な
下
駄
が
あ
る
東
光
寺
や

本
陣
等
々
力
家
、
こ
ね
こ
ね
ハ
ウ
ス
な

ど
が
あ
る
あ
た
り
、
と
い
え
ば
分
か
っ

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
世
帯
数
は

２
０
０
を
少
し
上
回
る
規
模
だ
。

　

役
員
は
、
三
役
、
体
育
部
、
女
性
部
、

文
化
部
が
2
年
、
育
成
部
が
１
年
の
任

期
で
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を
計
画
、
推
進

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
役
員
全
員
が
力

を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

体
育
部
は
、
公
民
館
対
抗
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
運
動
会
、
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
を
担
当
す
る
。
昨
年
の

運
動
会
は
、
神
田
町
か
ら
の
来
賓
も
一

緒
に
、
初
秋
の
空
の

下
、
子
ど
も
た
ち
の

進
行
で
約
80
人
の
参

加
者
が
汗
を
流
し
な

が
ら
応
援
し
た
り
さ

れ
た
り
、
自
己
紹
介

し
あ
っ
た
り
と
親
睦

を
深
め
た
。

　

次
に
女
性
部
は
、

料
理
教
室
と
餅
つ
き

大
会
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
を
担
当
す
る
。
餅
つ
き
大
会
で
は
、

お
そ
る
お
そ
る
杵
を
持
つ
子
ど
も
と
、

そ
れ
を
支
え
る
大
人
と
の
温
か
い
交
流

や
、
つ
き
た
て
の
餅
を
頬
張
る
老
若
男

女
の
笑
顔
が
、
地
域
の
絆
を
感
じ
さ
せ

る
。

　

そ
し
て
文
化
部
は
、
人
権
研
修
会
と

公
民
館
だ
よ
り
を
担
当
す
る
。
昨
年
の

研
修
は「
発
達
障
が
い
の
理
解
と
支
援
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
多
様
性
を
尊
重
し
合

う
共
生
社
会
の
あ
り
よ
う
を
学
び
、
４

回
発
行
さ
れ
た
公
民
館
だ
よ
り
は
、
活

動
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
。

　

最
後
に
育
成
部

は
、
小
、
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

が
役
員
と
し
て
参

加
し
、
わ
さ
び
祭

り
、
納
涼
祭
、
餅

つ
き
大
会
、
三
九

郎
等
で
子
ど
も
に

関
わ
る
部
分
を
担

当
す
る
。
特
に
、
わ
さ
び
祭
り
の
子
ど

も
の
参
加
数
の
多
さ
と
か
け
声
の
大
き

さ
は
圧
巻
だ
っ
た
。
自
然
に
そ
う
い
う

雰
囲
気
を
作
る
地
域
の
ま
と
ま
り
を
誇

ら
し
く
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
各
行
事
へ
の
子
ど
も
の

参
加
が
多
く
、
活
動
が
地
域
の
子
育
て

に
も
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
。
そ
の
姿
は
、
彼
ら
が
地
域
に
根
を

張
り
、
た
く
ま
し
く
次
代
を
担
っ
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
事
を
期
待
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
活
動
も
住
民
が
主
体
的
に

参
加
し
、
そ
れ
を
役
員
が
ま
と
め
、
交

流
と
親
睦
を
図
る
大
切
な
機
会
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
役
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。（
等
々
力
地
区
公
民
館
長　

神
谷

哲
彦
）

第
８
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展
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�
接せ

っ
ぷ
ん吻
道
祖
神（
明
科
・
池
桜
）

古
き
を
尋
ね
て

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
明
科
東
川
手
池
桜
の
接
吻
道
祖
神
。

国
道
４
０
３
号
を
筑
北
村
方
面
へ
向
か

い
、
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の
約
１
㌔
手
前
で

左
に
折
れ
る
山
道
を
歩
い
て
約
15
分
登

る
と
、
ケ
ヤ
キ
林
に
囲
ま
れ
た
墓
地
の

一
角
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
道
祖
神

が
見
え
る
。
像
高
は
55
㌢
と
小
ぶ
り
の

つ
く
り
で
、
市
教
育
委
員
会
が
設
置
し

た
案
内
看
板
に
よ
れ
ば
、「
江
戸
中
期

の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
形
態
か
ら
し

て
江
戸
後
期
の
作
と
思
わ
れ
る
」
と
あ

る
。

　

明
科
地
域
に
は
１
５
０
体
近
く
の
道

祖
神
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
接
吻
像

は
珍
し
い
。
県
内
で
も
特
色
の
あ
る
も

の
と
し
て
有
名
で
、
昭
和
27
（
１
９
５

２
）
年
の
郡
誌
編
纂
会
モ
デ
ル
調
査
の

際
に
、
学
者
に
注
目
さ
れ
、
パ
リ
の
拓

本
展
に
も
出
品
さ
れ
注
目
を
集
め
た
。

　

昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
頃
ま
で
池

桜
に
住
ん
で
い
た
三
好
正
志
さ
ん
（
現

在
明
科
宮
中
区
在
住
）
は
当
時
の
思
い

出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
中
学
生
の
頃
ま
で
池
桜
に
い
た
。

当
時
は
21
戸
の
世
帯
が
あ
っ
た
が
、
今

は
2
軒
し
か
住
ん
で
な
い
ね
。
さ
み
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
6
人
兄
弟

だ
が
、
ど
こ
の
家
も
子
ど
も
が
た
く
さ

ん
い
て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
あ
の
道
祖

神
は
当
時
か
ら
県
内
で
も
有
名
で
ね
、

バ
ス
で
見
に
来
る
団
体
客
も
大
勢
い

た
。
い
ち
ば
ん
楽
し
い
思
い
出
は
三
九

郎
か
な
。
大
人
が
山
か
ら
丸
太
を
伐
り

出
し
竹
で
組
ん
で
道
祖
神
の
前
に
今
の

倍
以
上
の
三
九
郎
を
作
っ
て
く
れ
た
。

2
つ
の
集
落
で
１
本
ず
つ
作
り
、
夕
方

に
な
る
と
火
を
つ
け
、
み
ん
な
で
輪
に

な
っ
て
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
。
今
で
も

天
ま
で
昇
る
雄
大
な
炎
を
思
い
出
す

ね
。
ど
こ
の
家
と
も
行
き
来
が
あ
り
、

あ
の
道
祖
神
の
よ
う
に
み
ん
な
仲
良
く

暮
ら
し
て
い
た
」

　

三
好
さ
ん

が
池
桜
を
去

っ
て
60
年
余

り
。
時
は
流

れ
幾
多
の
変

遷
を
経
た
今

も
な
お
、
接

吻
道
祖
神
は

仲
睦
ま
じ

く
、
地
域
の

行
く
末
を
見

守
って
い
る
。

　

な
お
、
龍
門
渕
公
園
に
は
こ
の
レ
プ

リ
カ
が
あ
る
。
昭
和
62（
１
９
８
７
）年

に
旧
明
科
町
商
工
会
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。こ
ち
ら
は
像
高
が
１
㍍
あ
り
、オ

リ
ジ
ナ
ル
よ
り
か
な
り
大
き
い
。

　
「
三
郷
小
菊
盆
栽
会
」
は
、
三
郷
地

域
の
小
菊
盆
栽
を
愛
好
す
る
仲
間
が
集

ま
っ
て
小
菊
盆
栽
会
を
作
り
30
年
ほ
ど

前
か
ら
活
動
し
て
い
る
。
会
員
は
現
在

9
人
で
70
歳
代
が
多
く
、
限
定
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
全
員
女
性
で
あ
る
。
小

菊
盆
栽
の
育
成
に
あ
た
り
、
堀
金
の
黒

岩
宏
成
さ
ん

に
指
導
を
お

願
い
し
、
盆

栽
の
数
や
、

苗
の
種
類
、

花
の
色
、
大

き
さ
や
形
、

難
し
さ
な

ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た

作
品
に
取
り

組
み
、
三
郷
菊
花
展
に
出
品
し
て
い
る
。

　

小
菊
盆
栽
会
と
し
て
の
活
動
期
間
は

3
月
か
ら
10
月
の
間
で
、
月
１
回
、
午

後
１
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
三
郷
下
長

尾
公
民
館
に
集
ま
り
、
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
完
成
に
向
け
育
て
て
い
る
。
冬

季
間
は
、
各
家
庭
で
越
冬
保
存
し
、
春

に
な
っ
て
芽
が
出
る
よ
う
に
管
理
す

る
。
小
菊
作
り
は
、
前
年
7
月
の
「
さ

し
芽
」
か
ら
始
ま
り
１
年
以
上
、
手
入

れ
を
し
て
出
来
上
が
る
。
良
い
冬と

う
じ
め

至
芽

が
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
期
間
外
の
家

庭
に
お
け
る
冬
場
の
管
理
も
大
切
で
あ

る
。

　

小
菊
の
生
命
力
は
非
常
に
強
く
、
6

年
を
超
え
る
古
木
か
ら
も
芽
を
出
し
、

仕
立
て
れ
ば
花
を
咲
か
せ
る
の
で
捨
て

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
根
も
太
く
、
苔

も
生
え
て
違
っ
た
趣
が
あ
る
。

　

小
菊
盆
栽
の
愛
好
者
は
、
育
て
る
楽

し
さ
と
咲
か
せ
た
喜
び
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
る
。
小
菊
盆
栽
の
育
成
に
は

い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
、
新
し
く
さ

し
芽
か
ら
育
て
る
方
法
と
、
古
木
か
ら

新
芽
を
育
て
る
方
法
で
異
な
っ
た
作
品

に
な
る
。
樹
形
は
１
本
の
単
幹
、
2
本

の
双
幹
、
五
幹
と
あ
り
、
古
木
に
根
を

張
ら
す
「
木
付
け
」
や
岩
に
根
を
張
る

「
石
付
け
」、
何
本
も
の
菊
を
１
列
に
並

べ
る
「
根
連
な
り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

奥
が
深
い
。

　

猛
暑
や
、
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
な

ど
で
菊
の
成
長
に
影
響
が
出
る
が
、
農

作
業
の
合
間
に
小
菊
の
前
に
座
っ
て
芽

を
摘
み
、
針
金
を
巻
い
て
い
る
と
、
時

間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に
な

り
、
い
つ
か
癒
や
さ
れ
て
い
る
自
分
に

気
が
付
く
。
小
菊
盆
栽
づ
く
り
の
活

動
の
中
で
、
気
の

お
け
な
い
仲
間
た

ち
と
お
茶
を
飲
ん

だ
り
、
世
間
話
に

も
花
が
咲
い
て
、

日
々
を
楽
し
ん
で

い
る
。（
東
山
路
）

（
代
表
・
甕　

登

美
、
連
絡
先
・
三

郷
公
民
館　

電
話

77
‐
２
１
０
９
）

三
郷
小
菊
盆
栽
会（
三
郷
）
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明
科
公
民
館
は
3
月
7
日
と
14
日
、

「
楽
し
い
ズ
ン
バ
講
座
」
を
開
催
し
、

延
べ
26
人
が
参
加
し
た
。

　

ズ
ン
バ
と
は

南
米
で
誕
生
し

た
ラ
テ
ン
系
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

で
、
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
の
曲
に
合

わ
せ
て
踊
る
こ

と
で
健
康
増
進

や
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
講

師
は
ズ
ン
バ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
上

野
千
奈
美
さ
ん
。
7
年
前
マ
レ
ー
シ
ア

で
資
格
を
取
得
し
て
以
来
ズ
ン
バ
を
続

け
、
自
身
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
体
質

改
善
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。

　

参
加
者
は
Ｊ
ポ
ッ
プ
や
ロ
ッ
ク
、
ラ

テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
思
い
思
い
に

体
を
動
か
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
2
人

の
子
と
一
緒
に
参
加
し
た
中
沢
春
代
さ

ん
は
「
あ
っ
と
い
う
間
に
汗
だ
く
に
な

っ
た
。
楽
し
か
っ
た
け
ど
最
後
は
足
が

も
つ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

初
ボ
ー
ル
の
扱
い
が
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

が
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
ス
ム
ー
ズ
な

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、ど
の
コ
ー
ト
に
も「
ナ
イ
ス
！
」「
ド

ン
マ
イ
」「
よ
ー
し
」「
や
っ
た
ー
」
な

ど
の
声
が
響
き
渡
り
、
選
手
も
応
援
団

も
言
葉
を
交
わ
し
認
め
合
い
、
心
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

三
郷
体
育
館
は
二
木
地
区
が
、
三
郷

小
学
校
体
育
館
は
楡
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

堀
金
公
民
館
は
3
月
2
日
、
学
び
の

つ
ど
い
・
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
堀

金
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
、

約
１
５
０
人
が
来
場
し
た
。

　
「
フ
ル
ー
ト
演
奏
と
心
温
ま
る
お
話
」

を
テ
ー
マ
に
上
田
女
子
短
期
大
学
非
常

勤
講
師
の
杉
山
由
一

さ
ん
が
、「
野
ば
ら
」

「
別
れ
て
も
好
き
な

人
」「
真
田
丸
」
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
な
ど

を
フ
ル
ー
ト
で
演
奏

し
、
柔
ら
か
な
音
色
が
会
場
を
包
み
込

ん
だ
。
ま
た
、
曲
に
ち
な
ん
だ
心
温
ま

る
お
話
を
交
え
て
の
演
奏
で
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。
最
後
に
は
全
員

で
「
故
郷
」
を
大
合
唱
し
、
歌
声
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
穂
高
中
学
校
の
教
頭

を
務
め
た
こ
と
が
あ
り
、「
安
曇
野
は

思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
懐
か
し

い
。
ま
た
、
こ
の
地
で
フ
ル
ー
ト
を
吹

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

豊
科
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
は
2
月

11
日
、「
高
校
演

劇
合
同
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
発
表
会

は
、
高
校
の
演
劇

部
員
が
音
響
・
照

明
・
舞
台
の
演
出

等
す
べ
て
自
分
た
ち
で
行
い
、
近
隣
の

高
校
演
劇
部
同
士
が
学
び
合
い
交
流
し

て
い
る
。

　

今
回
は
、
市
内
4
校
と
白
馬
高
校
、

大
町
岳
陽
高
校
の
計
6
校
が
参
加
し

た
。
部
員
数
は
少
な
い
が
、
全
員
が
協

力
し
さ
わ
や
か
な
演
劇
を
披
露
し
た
。

　

三
郷
公
民
館
は
2
月
17
日
、
恒
例
の

「
三
郷
地
域
地
区
公
民
館
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
を
三
郷
体
育
館
と
三
郷
小
学

校
体
育
館
で
開
催
し
、
14
地
区
公
民
館

か
ら
計
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

種
目
は
、
ワ
ン

バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば

～
る
バ
レ
ー
（
男

女
混
合
5
人
制
）

で
、
三
郷
公
民
館

適
用
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
、
進
行
さ
れ

た
。
各
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
は
、
当

　

穂
高
公
民

館
は
3
月
14

日
、
Ｖ
ｉ
ｆ

穂
高
ふ
れ
あ

い
体
験
館
に

お
い
て
、
季

節
の
料
理
教

室
「
や
し
ょ

う
ま
作
り
」

体
験
教
室
を

開
催
し
た
。
講
師
は
Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
の
寺

口
芳
子
さ
ん
、
高
橋
和
子
さ
ん
、
二
木

仁
美
さ
ん
で
、
20
人
が
参
加
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
、
釈
迦
の
入
滅
の
日

に
供
え
る
涅ね

は
ん槃
団
子
で
、
そ
の
名
称
や

形
状
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
寺
口

さ
ん
の
実
演
を
交
え
サ
ク
ラ
と
ツ
バ
キ

の
2
種
類
を
作
成
し
、
棒
状
に
伸
ば
し

た
生
地
を
糸
で
切
る
と
、
緻
密
で
鮮
や

か
な
花
の
や
し
ょ
う
ま
が
で
き
あ
が
っ

た
。「
近
所
で
教
わ
る
事
が
で
き
う
れ

し
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

人
工
知
能
の
発
達

が
、
こ
こ
数
年
目
覚

ま
し
い
。
人
間
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

共
存
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か

難
し
い
課
題
で
あ
る
。
人
間
の
仕
事
が

奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
し

か
し
、
人
手
不
足
を
補
う
に
は
、
人
工

知
能
を
活
用
し
な
く
て
は
、
解
決
し
な

い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
未
来
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
？　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｎ
）

高
校
演
劇
合
同
発
表
会

学
び
の
つ
ど
い

楽
し
い
ズ
ン
バ
教
室

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

季
節
の
料
理
教
室

欅


